
































































個 人 研 究
に，各構成メンバーの相互理解，相互協調の精神が強
調される。だが，これを口先きで説くのは容易だが，
組合員のエネルギーの結集を長期的，持続的に保持
し，エネルギーの分散を回避するための制度的，組織
的な保障が確立されなければならない。激しい同業者
間の競争や独占，大企業からの攻勢に対処していくた
めに，協業組合は，どれだけ有効な力を発揮すること
が出来るだろうか。この点について「上から」の協業
化ではなく．中小・零細業者の「下から」の自主的・
民主的な共同・協業化が着実に前進しつつあること
は，注目してよいだろう。中小・零細業者の利益を擁
護し，独占・大企業の圧迫にもくじけない組織，中小・
零細業者の営業と生活をまもる“たたかう砦”として
大きな役割を果たすことが期待されている。
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